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1. 研究背景および目的 

令和 2 年 7 月豪雨より球磨川流域では，合計 14 橋が

流失した 1)．流失した橋の再構築には数年の時間を要す

ることから応急組立橋の架設が急がれるが，図-1 に示す

ように，応急組立橋の供用には発災から 1~3 か月の期間

を要し，保有数も十分でないのが現状である 2)．また，

発災後の避難や救護活動に活用するためには，図-1 の赤

枠で示すように，応急組立橋と，同等の荷重に耐えられ，

より短期間で供用可能な仮橋が望まれる．ここで，物量

や移動性に富み，入手しやすく，構造改良も比較的容易

と考えられる形状やサイズが規格化された構造として，

仮設の住宅や店舗に活用されている海上貨物用コンテ

ナが挙げられる．そこで，本研究では，海上コンテナを

リユースする仮橋の提案に向け，その構造について検討

する． 

2．コンテナを用いる仮橋 

(1)構造コンセプト 

応急組立橋の支間長は 16~40m とされるため，図-2 に

示すように 2 つの 40ft コンテナを長手方向に接合し，コ

ンテナ上面に H 型鋼を配置して，その上面に覆工板を

ボルト接合する，単純支持された支間長 25m のコンテ

ナ橋を考える．40ft コンテナは，幅 bが 2,440mm，高さ

hが 2,900mm，長さ Lが 12,190mm であり，コンテナの

枠を構成する部材の断面形状を表-1 にまとめている．以

下では，構造の実現に向けた問題のうち，覆工板を支持 

する H 型鋼，およびコンテナ枠内への補強部材の配置

を検討する． 

(2)H 型鋼の配置 

 覆工板とのボルト接合には，フランジ幅 150mm 以上 
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図-1 被災後の経過時間と仮設橋の種類
2)を改変 
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図-2 支間長約 25m のコンテナ橋モデル 
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図-3 コンテナ梁部材(上)と H 型鋼との接続 
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表-2 覆工板の支持に用いる H 型鋼の断面 

b

h

t1

t2

t1

幅 高さ

b (mm) h (mm) t 1(mm) t 2 (mm)

H 300×150 150 300 9.0 6.5

H 300×200 200 300 12.0 8.0

部材名
板厚

表-1 40ft コンテナと補強部材の断面 

b

h

t1

幅 高さ 板厚

b (mm) h (mm) t 1(mm)

縦部材 158 174 6.0

梁部材(上） 158 141 3.0

梁部材(下) 158 162 3.0

補強部材 100 100 4.0

部材名
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の H 型鋼(表-2)が適用でき，図-3 に示すように，

コンテナ梁部材(上)とH形鋼はスペーサーを用い

て接合する．このとき，H 型鋼が活荷重によるた

わみ制限値を満たすためには，スペーサーの配置

数 n が n=2 のとき H300×200 が，n=3 のとき

H300×150 が適用できる． 

(3)コンテナ橋への補強部材の配置 

n=2 として，H300×200 を用い，たわみ制限を

満たすようなコンテナへの補強部材の配置を考

える．まず，スペーサーの直下には，仮橋の設計

荷重としてA活荷重(TL-20)に対して座屈しない

サイズの角鋼管(100×100×4mm)を縦補強部材と

して追加する．次に，コンテナ，覆工板および H

型鋼の死荷重，A 活荷重 の作用に対してたわみ

制限値を満たすような補強部材の配置を，数値解

析により検討する．たわみ制限値は道路橋示方書

3)より 40.6mm(=L/600)である．解析モデル

は，表-3 に示す 3 つのモデルを選定した．

コンテナの外壁や覆工板は構造部材と考

慮せず，枠組みと覆工板を支える H 型鋼

をはり要素でモデル化する．コンテナの

鋼種は SPA-H であり，ヤング係数 E は

2.05×105  N/mm2 ,降伏応力 σy は 345 

N/mm2 とする．解析には汎用有限要素解

析ソフト Abaqus 2017 を用いる． 

解析結果として，表-4 には，表-3 に示

した補強方法と支間中央のたわみ変形図

（変形倍率 25 倍）を示す．No.1,2 モデル

の支間中央のたわみは，たわみ制限値を

満たし，スペーサーを 2 個配置する場合

に有効な補強部材の配置と考えられる． 

3．まとめ 

本研究では，海上コンテナをリユース

する仮橋構造について検討した．2 基の 40ft コンテナを接続し，コンテナ上面に H 型鋼を配し覆工板を敷設する，

支間長 25m の仮橋構造を考案した．また，コンテナの上梁と H 型鋼とを接続するコンテナ上面への補強部材の配

置を検討した．その結果，H300×200 に 2 個のスペーサーを配置し，プラットトラスもしくはワーレントラスとした

(No.1,No.2)モデルで，たわみ制限値を満たすことがわかった．今後は，この 2 つのモデルを対象に，コンテナ同士

の接合方法の検討を引き続き進める計画である． 
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表-4 設計荷重によるたわみ変形(変形倍率 25 倍) 
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表-3 解析モデル 

No.1 プラットトラス構造

No.2 ワーレントラス構造

No.3 キングポストトラス構造

死荷重
A活荷重

ux=0
uy=0uy=0

死荷重(4.28kN/m)
A活荷重(80kN)

MPC拘束 (自由度が同じになるように拘束)

H型鋼桁

uy=0
ux=0
uy=0
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死荷重A活荷重
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土木学会西部支部研究発表会 (2022.3)I-040

-80-


